
混迷化する年の世界情勢

石
森
　
秀
三

モ
ス
ク
ワ
事
務
所
開
設

Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
　

ロ
シ
ア
市
場
を
開
拓

北
陸
、東
北
が
上
昇

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ａ
　


月
の
客
室
利
用
率

「
温
泉
マ
ー
ク
存
続
を
」

群
馬
県
　

経
産
省
に
要
望
書
提
出

日本秘湯を守る会

佐藤名誉会長は続投
大観荘で
総 会　新会長に星氏を選出

訪日外客


月
は

％
増
の

万
人

年
間
で
は

万
人
前
後
へ

貢
献
度
の
高
い

旅
行
会
社
表
彰

Ｍ
Ｓ
Ｃ
ク
ル
ー
ズ



　
世
界
的
課
題
解
決
の
た
め
に

先
進
諸
国
の
首
脳
会
合
が
初
め

て
開
催
さ
れ
た
の
は
１
９
７
３

年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
伴
う

世
界
経
済
不
況
の
時
だ
っ
た
。


年
に
は
Ｇ
５
（
米
英
仏
独

日
）
、
そ
の
後
に
イ
タ
リ
ア
の

参
加
で
Ｇ
６
、
カ
ナ
ダ
の
参
加

で
Ｇ
７
、

年
に
ロ
シ
ア
の
参

加
で
Ｇ
８
に
な
っ
た
。

　
２
０
０
８
年
に
世
界
金
融
危

機
の
深
刻
化
に
伴
っ
て
、中
国
、

イ
ン
ド
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
な
ど
新
興
国
首
脳
を

加
え
た
Ｇ

が
開
催
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

年
に
中
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
世

界
第
２
位
に
躍
進
し
て
か
ら

「
Ｇ
２
（
米
中
）
の
時
代
」
の

到
来
と
騒
が
れ
た
が
、
米
中
経

済
の
伸
び
悩
み
で
、
今
後
の
世

界
は
「
Ｇ
０
の
時
代
」
、
世
界

的
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る

国
が
い
な
く
な
る
時
代
に
な
る

だ
ろ
う
と
い
う
予
測
が
な
さ
れ

た
り
し
て
い
る
。

　

年
１
月
に
ト
ラ
ン
プ
氏
が

米
国
大
統
領
に
就
任
す
る
。
大

統
領
選
当
初
に
は
単
な
る
泡
沫

候
補
と
み
な
さ
れ
て
い
た
が
、

大
統
領
選
に
勝
利
し
て
か
ら
は

ト
ラ
ン
プ
マ
ジ
ッ
ク
と
も
て
は

や
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
「
米
国

第
一
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
て

い
る
の
で
、
「
米
国
の
国
益
の

追
求
」
に
力
点
を
置
い
て
、
従

来
と
は
異
な
る
米
中
、
米
ロ
、

米
Ｅ
Ｕ
、
米
日
、
米
ア
ジ
ア
関

係
の
再
構
築
を
行
い
、
「
世
界

の
警
察
官
」
と
し
て
の
役
割
に

変
化
が
生
じ
る
と
世
界
が
不
安

定
化
す
る
可
能
性
が
大
だ
。

　
一
方
、
中
国
の
習
近
平
体
制

は
盤
石
そ
う
だ
が
、
熾
烈
な
権

力
闘
争
が
継
続
さ
れ
て
お
り
、

中
国
経
済
の
破
綻
も
危
惧
さ
れ

て
い
る
。
香
港
の
「
一
国
二
制

度
」
の
崩
壊
危
機
、
台
湾
と
の

微
妙
な
関
係
も
不
安
定
要
因

だ
。

　
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
体
制
は

安
定
し
て
い
る
が
、
ク
リ
ミ
ア

併
合
に
伴
う
経
済
制
裁
が
継
続

さ
れ
る
中
で
の
ロ
米
、
ロ
中
、

ロ
Ｅ
Ｕ
、
ロ
日
関
係
の
今
後
の

動
き
が
注
目
さ
れ
る
。

　
韓
国
の
朴
大
統
領
の
退
陣
に

伴
っ
て
政
治
・
経
済
が
不
安
定

化
し
、
反
日
政
策
を
掲
げ
る
新

大
統
領
が
登
場
す
る
な
ら
ば
、

一
気
に
日
韓
関
係
の
不
安
定
化

が
危
惧
さ
れ
る
。

　
Ｅ
Ｕ
も
英
国
の
離
脱
問
題
、

イ
タ
リ
ア
政
治
の
不
安
定
化
を

抱
え
る
中
で
、
昨
年

月
に
ベ

ル
リ
ン
の
ク
リ
ス
マ
ス
市
で
テ

ロ
が
発
生
し
た
。
今
年
、
Ｅ
Ｕ

各
地
で
テ
ロ
発
生
が
予
想
さ
れ

て
お
り
、
欧
州
に
お
け
る
ヒ
ト

の
移
動
が
抑
制
さ
れ
る
可
能
性

が
高
い
。
同
じ
く
昨
年

月
に

ト
ル
コ
で
ロ
シ
ア
大
使
が
イ
ス

ラ
ム
教
徒
の
警
察
官
に
射
殺
さ

れ
た
た
め
に
シ
リ
ア
情
勢
が
緊

迫
し
て
お
り
、
今
後
と
も
過
激

派
組
織
に
よ
る
テ
ロ
は
不
可
避

で
あ
ろ
う
。

　
観
光
は
、
政
治
・
経
済
の
変

化
、
紛
争
や
テ
ロ
の
発
生
、
自

然
災
害
や
疫
病
の
発
生
な
ど
の

影
響
を
受
け
や
す
い
た
め
に
、

こ
の
よ
う
な
混
迷
化
す
る
世
界

情
勢
の
影
響
を
受
け
て
、
国
際

観
光
の
進
展
が
伸
び
悩
む
可
能

性
が
あ
る
。

　
（
北
海
道
大
学
観
光
学
高
等

研
究
セ
ン
タ
ー
特
別
招
聘
教

授
）

地　域 ％ 増減 地　域 ％ 増減

北海道 ． －． 北　陸 ． ．

東　北 ． ． 近　畿 ． ．

関　東 ． ． 中　国 ． ．

甲信越 ． ． 四　国 ． －．

東　海 ． ． 九　州 ． －．

月　地域別客室利用率

出所　全日本シティホテル連盟
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米国 ， ． ，， ．
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年
月

伸び率
（％）

年
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全
日
本
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
連

盟
（
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ａ
、
藤
野
公
孝

会
長
）
が
こ
の
ほ
ど
発
表
し

た
会
員
ホ
テ
ル
（
２
０
５
ホ

テ
ル
、
３
万
２
千
室
）
の
２

０
１
６
年

月
の
全
国
平
均

客
室
利
用
率
は

・
４
％
で
、

前
年
同
月
比
で
は
０
・
４
㌽

の
増
加
と
な
っ
た
。

　
地
域
別
で
の
利
用
率
の
ト

ッ
プ
は

・
０
％
の
関
東
。

次
い
で
、
・
８
％
の
北
陸
、


・
０
％
の
近
畿
な
ど
。

　
前
年
同
月
比
で
利
用
率
が

上
が
っ
た
の
は
、

・
９
㌽

増
の
北
陸
、
４
・
０
㌽
増
の

東
北
、
３
・
１
㌽
増
の
中
国

な
ど
。

　
一
方
、
利
用
率
が
低
か
っ

た
地
域
は
、

・
７
％
の
東

北
、
次
い
で


・
４
％
の

甲
信
越
、


・
０
％
の
北

海
道
な
ど
。

　
前
年
同
月

比
で
利
用
率

が
下
が
っ
た

の
は
、
６
・

４
㌽
減
の
九

州
、
６
・
３

㌽
減
の
中

国
、
５
・
７

㌽
減
の
北
海

道
。

経産省国際標準課の藤代課長（左）に
要望書を渡す温泉協会の岡村会長

　
経
済
産
業
省
が
案
内
用
図

記
号
の
見
直
し
の
一
環
で
温

泉
マ
ー
ク
の
変
更
を
検
討
し

て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
群

馬
県
は

月

日
、
現
行
マ

ー
ク
の
存
続
を
求
め
る
要
望
書
を
同
省
に
提
出
し
た
。

　
県
観
光
物
産
課
の
吉
田
功

幸
課
長
、
県
観
光
物
産
国
際

協
会
の
野
口
勤
専
務
理
事
、

県
温
泉
協
会
の
岡
村
興
太
郎

会
長
が
同
省
を
訪
れ
、
岡
村

会
長
が
同
省
国
際
標
準
課
の

藤
代
尚
武
課
長
に
要
望
書
を

手
渡
し
た
。

　
温
泉
マ
ー
ク
は
３
本
の
湯

気
が
立
ち
の
ぼ
る
も
の
が
お

な
じ
み
だ
が
、
安
中
市
の
磯

部
温
泉
が
「
温
泉
記
号
発
祥

の
地
」
と
し
て
情
報
発
信
し

て
い
る
。
県
は
現
状
の
温
泉

マ
ー
ク
は
広
く
親
し
ま
れ
、

既
に
定
着
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
国
内
有
数
の
「
温
泉
県

ぐ
ん
ま
」
の
立
場
か
ら
マ
ー

ク
の
存
続
を
要
望
し
た
。

　
同
省
は
現
在
の
マ
ー
ク
は

外
国
人
に
「
温
か
い
料
理
を

出
す
施
設
」
と
し
て
受
け
止

め
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
る
と
し

て
、
人
の
姿
が
入
る
国
際
規

格
に
変
更
す
る
考
え
を
示
し

て
い
た
。

　
し
か
し
、
温
泉
関
係
者
ら

の
存
続
を
求
め
る
声
も
強
い

こ
と
か
ら
、
国
際
規
格
と
現

在
の
温
泉
マ
ー
ク
を
存
続
さ

せ
る
案
が
検
討
さ
れ
て
い
る

も
よ
う
だ
。

（
前
列
左
か
ら
）
鶴
田
社

長
、
佐
藤
名
誉
会
長
、
星
新

会
長
、
（
後
列
）
佐
藤
和
志

会
長

　
Ｍ
Ｓ
Ｃ
ク
ル
ー
ズ
は
こ
の

ほ
ど
、
Ｍ
Ｓ
Ｃ
フ
ァ
ン
タ
ジ

ア
船
内
で
毎
年
恒
例
の
「
オ

ー
ル
ス
タ
ー
・
オ
ブ
・
ザ
・

シ
ー
」
を
開
き
、
日
本
市
場

で
貢
献
度
の
高
か
っ
た
旅
行

会
社
を
表
彰
し
た
。

　
今
年
は

の
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
約
２
０
０
の
パ
ー
ト
ナ

ー
か
ら
２
千
人
以
上
の
旅
行

代
理
店
関
係
者
と
メ
デ
ィ
ア

が
参
加
し
た
。

　
表
彰
さ
れ
た
の
は
阪
急
交

通
社
、
て
る
み
く
ら
ぶ
、
近

畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
、
ク
ル

ー
ズ
プ
ラ
ネ
ッ
ト
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ

首
都
圏
ク
ル
ー
ズ
事
業
部
の

５
社
。

　
日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
が

月

日
に
発
表
し
た
２
０
１
６
年

月
の
訪
日
外
客
数
（
推
計
値
）
は
、

前
年
同
月
比

・
８
％
増
の
１
８
７
万
５
千
人
と
な
っ
た
。

月
と
し
て
過
去
最
高
。
航
空
路
線
の
拡
充
や
ク
ル
ー

ズ
船
の
寄
港
増
加
が
プ
ラ
ス
要
因
だ
が
、
台
湾
は
増
加
率
が
１
％
台
に
と
ど
ま
っ
た
。
１
～

月
累
計
は
前
年
同
期

比

・
４
％
増
の
２
１
９
８
万
８
千
人
で
、
年
間
で
は
２
４
０
０
万
人
前
後
に
達
す
る
見
通
し
だ
。

　
日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ

Ｔ
Ｏ
）
は

月

日
、
ロ
シ

ア
・
モ
ス
ク
ワ
に
海
外
事
務

所
を
開
設
し
た
。
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ

と
し
て

番
目
の
海
外
事
務

所
。
所
長
に
は
本
蔵
愛
里
氏

が
就
任
。
市
場
分
析
や
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
み
、

ロ
シ
ア
か
ら
訪
日
旅
行
を
促

進
す
る
。

　
ロ
シ
ア
か
ら
の
２
０
１
５

年
の
訪
日
旅
行
者
数
は
約
５

万
４
千
人
だ
が
、
欧
州
最
大

の
人
口
約
１
億
４
千
万
人
を

有
す
る
潜
在
性
の
高
い
市
場

だ
け
に
、
今
後
の
訪
日
需
要

の
拡
大
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。

　
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
で
は
モ
ス
ク
ワ

事
務
所
の
ほ
か
、
イ
ン
ド
・

デ
リ
ー
事
務
所
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
・
マ
ニ
ラ
事
務
所
、
ベ
ト

ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
事
務
所
、
マ

レ
ー
シ
ア
・
ク
ア
ラ
ル
ン
プ

ー
ル
事
務
所
、
イ
タ
リ
ア
・

ロ
ー
マ
事
務
所
、
ス
ペ
イ
ン

・
マ
ド
リ
ー
ド
事
務
所
の
開

設
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

月
の
訪
日
客
数
は
、
政

府
の
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン

（
訪
日
旅
行
促
進
）
事
業
の

重
点
市
場
を
見
る
と
、
ロ
シ

ア
を
除
く

市
場
が

月
と

し
て
過
去
最
高
だ
っ
た
。

　
中
国
は

・
２
％
増
の


万
２
８
０
０
人
。
紅
葉
シ
ー

ズ
ン
に
向
け
た
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
が
、
個
人
旅
行
や

ク
ル
ー
ズ
旅
行
の
需
要
を
喚

起
し
た
。
韓
国
は

・
６
％

増
の

万
６
９
０
０
人
で
、

航
空
座
席
供
給
量
の
増
加
な

ど
が
プ
ラ
ス
要
因
。
香
港
は


・
５
％
増
の

万
２
３
０

０
人
だ
っ
た
。

　
台
湾
は
１
・
４
％
増
の


万
７
０
０
人
。

月
と
し
て

過
去
最
高
だ
が
、

月
に
続

い
て
伸
び
率
は
１
桁
台
だ
っ

た
。Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
や
観
光
庁
は
、

一
時
期
の
円
高
傾
向
、
他
市

場
と
の
競
合
、
復
興
（
ト
ラ

ン
ス
ア
ジ
ア
）
航
空
の
解
散

な
ど
が
影
響
し
て
い
る
と
み

て
い
る
。

　
東
南
ア
ジ
ア
で
は
、
タ
イ

が
５
・
５
％
増
の
８
万
３
０

０
人
。
国
王
崩
御
に
伴
う
旅

行
自
粛
な
ど
が
一
部
に
見
ら

れ
た
が
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
（
格
安
航

空
会
社
）
の
航
空
券
、
格
安

ツ
ア
ー
商
品
の
売
れ
行
き
は

好
調
と
い
う
。

　
マ
レ
ー
シ
ア
は

・
５
％

増
の
４
万
４
４
０
０
人
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
は

・
３
％
増

の
４
万
３
３
０
０
人
と
堅

調
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は

・

３
％
増
の
２
万
１
９
０
０
人

と
好
調
だ
っ
た
。

　
欧
米
豪
は
、
ク
リ
ス
マ
ス

休
暇
な
ど
を
控
え
て
海
外
旅

行
の
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
と
な
る

国
が
多
い
が
、
米
国
が

・

０
％
増
の

万
３
８
０
０

人
、
カ
ナ
ダ
が

・
４
％
増

の
２
万
４
千
人
、
豪
州
が


・
３
％
増
の
３
万
３
１
０
０

人
と
２
桁
増
。
欧
州
は
英
国

が
８
・
９
％
増
の
２
万
３
５

０
０
人
、
フ
ラ
ン
ス
が
６
・

９
％
増
の
１
万
７
４
０
０

人
、
ド
イ
ツ
が
４
・
６
％
増

の
１
万
５
４
０
０
人
な
ど
だ

っ
た
。

　
１
～

月
累
計
で
は
、
中

国
、
韓
国
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ン

ピ
ン
が
前
年
同
期
比
で
３
割

前
後
の
伸
び
。
ア
ジ
ア
以
外

で
は
、
米
国
、
豪
州
、
カ
ナ

ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン

が
２
割
前
後
の
伸
び
。
重
点

市
場

市
場
の
う
ち

市
場

が

月
ま
で
に

年
の
年
間

値
を
超
え
て
い
る
。

　
一
方
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
が
発
表

し
た

年

月
の
出
国
日
本

人
数
（
推
計
値
）
は
、
前
年

同
月
比

・
６
％
増
の
１
４

８
万
１
千
人
だ
っ
た
。
前
年

同
月
比
で
６
カ
月
連
続
の
増

加
。
１
～

月
累
計
で
は
、

前
年
同
期
比
５
・
４
％
増
の

１
５
６
６
万
２
千
人
と
な
っ

た
。

　
【
向
野
悟
】

　
日
本
秘
湯
を
守
る
会
（
佐

藤
好
億
名
誉
会
長
）
は

月

日
、
静
岡
・
熱
海
温
泉
の

大
観
荘
で
２
０
１
６
年
度
通
常
総
会
を
行
っ
た
。
役
員
の

改
選
を
行
い
、
代
表
理
事
に

は
続
投
の
佐
藤
名
誉
会
長

（
福
島
県
・
大
丸
あ
す
な
ろ

荘
）
と
、
新
会
長
の
星
雅
彦

氏
（
新
潟
県
・
自
在
館
）
が

選
出
さ
れ
た
。
ス
タ
ン
プ
帳

事
業
で
無
料
招
待
客
の
土
、

休
日
前
受
け
入
れ
な
ど
も
決

ま
っ
た
。
総
会
に
は
１
９
１

社
員
か
ら

人
が
出
席
。
る

る
ぶ
と
連
携
協
定
が
近
日
中

に
締
結
さ
れ
る
こ
と
な
ど
も

発
表
さ
れ
た
。

　
同
会
は

年
度
か
ら
２
人

の
代
表
理
事
を
設
置
し
て
い

る
。
佐
藤
名
誉
会
長
は
地
熱

発
電
開
発
問
題
を
は
じ
め
と

す
る
官
公
庁
と
の
折
衝
な
ど

の
対
外
的
な
業
務
を
担
当

し
、
星
新
会
長
は
若
手
経
営

者
の
け
ん
引
役
と
し
て
対
内

的
な
業
務
を
担
う
。
常
務
理

事
・
副
会
長
に
遠
藤
哲
也
氏

（
山
形
県
・
桝
形
屋
）
、
理

事
・
副
会
長
に
百
瀬
孝
仁
氏

（
長
野
県
・
中
房
温
泉
）
、

後
藤
英
男
氏
（
長
野
県
・
高

峰
温
泉
）
、
坂
本
譲
氏
（
埼

玉
県
・
か
や
の
家
）
、
檜
澤

京
太
氏
（
福
島
県
・
ゆ
も
と

や
）
が
選
出
さ
れ
た
。

　
佐
藤
名
誉
会
長
は
地
熱
開

発
問
題
に
対
し
て
「
み
な
さ

ん
の
思
い
、
理
念
で
環
境
政

策
を
変
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
原
生
林
、
広
葉
樹
林
を

残
し
自
然
の
循
環
を
守
る
こ

と
に
命
を
か
け
な
く
て
は
い

け
な
い
」
と
強
調
。
温
泉
管

理
報
告
を
徹
底
し
、
将
来
起

こ
り
う
る
事
態
に
対
処
で
き

る
デ
ー
タ
収
集
の
大
切
さ
を

訴
え
た
。
「
地
域
の
リ
ー
ダ

ー
、
地
域
の
文
化
財
の
宿
と

し
て
地
域
、
地
方
を
守
っ
て

ほ
し
い
。
地
域
に
と
っ
て
か

け
が
え
の
な
い
生
き
方
を
し

て
、
日
本
の
す
べ
て
の
政
策

に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
人

づ
く
り
を
担
っ
て
ほ
し
い
」

と
呼
び
か
け
た
。

　
総
会
に
は
来
賓
と
し
て
、

鶴
田
隆
志
朝
日
旅
行
社
長
が

出
席
。
鶴
田
社
長
は
あ
い
さ

つ
の
中
で
、
「
旅
行
商
品
を

テ
ー
マ
に
特
化
し
た
も
の
に

変
え
て
い
く
。
同
会
の
ブ
ラ

ン
ド
力
を
守
り
な
が
ら
国
内

旅
行
の
核
と
し
て
共
存
共
栄

し
て
い
く
」
と
、
今
後
の
方

向
性
を
示
し
た
。


